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  （百万円未満切り捨て）

１．2019年６月期第１四半期の連結業績（2018年７月１日～2018年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益 
親会社の 

所有者に帰属する 
四半期利益 

四半期包括利益 
合計額 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年６月期第１四半期 33,334 24.7 3,183 26.7 3,162 27.0 2,121 12.9 2,082 10.8 2,291 39.1 

2018年６月期第１四半期 26,726 11.5 2,511 11.0 2,489 11.1 1,879 △0.7 1,879 △0.3 1,647 △12.7 

 

  
基本的１株当たり 

四半期利益 
希薄化後１株当たり 

四半期利益 

  円 銭 円 銭 

2019年６月期第１四半期 57.43 57.39 

2018年６月期第１四半期 54.92 － 

 

（２）連結財政状態 

  資産合計 資本合計 
親会社の所有者に 

帰属する持分 
親会社所有者 
帰属持分比率 

  百万円 百万円 百万円 ％ 

2019年６月期第１四半期 87,367 42,744 41,400 47.4 

2018年６月期 88,201 42,967 41,694 47.3 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年６月期 － 50.00 － 70.00 120.00 

2019年６月期 －         

2019年６月期（予想）   50.00 － 73.00 123.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
 

３．2019年６月期の連結業績予想（2018年７月１日～2019年６月30日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上収益 営業利益 税引前利益 
親会社の所有者に 
帰属する当期利益 

基本的１株当たり 
当期利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 135,000 15.9 13,500 20.1 13,500 20.9 8,900 4.7 245.49 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
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※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：有 

②  ①以外の会計方針の変更                ：無 

③  会計上の見積りの変更                  ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年６月期１Ｑ 36,254,932 株 2018年６月期 36,254,932 株 

②  期末自己株式数 2019年６月期１Ｑ 388 株 2018年６月期 341 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年６月期１Ｑ 36,254,556 株 2018年６月期１Ｑ 34,223,852 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧下さい。 
 
（四半期決算補足説明資料の入手方法について） 

 決算補足説明資料は、当社ホームページに掲載いたします。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2018年７月１日～2018年９月30日）における世界経済は、米国や欧州を中心とした

緩やかな景気の拡大が続きましたが、米中貿易摩擦など景気の下押しリスクも懸念されております。国内において

は豪雨、台風、地震といった災害が立て続けに起こり、一部の企業で操業停止等の影響はあったものの、概ね短期

間での復旧がなされ、設備投資や個人消費など国内の景気動向を左右するほどの影響はなかったことから、景気は

緩やかな回復基調が続いています。 

このような経済環境の結果、当社グループが注力している技術者派遣・請負事業は安定成長が継続し、特に自動

車・自動車部品、IT業界、建設業界の技術者に対する需要は引き続き活況でしたが、技術者採用市場における供給

不足の状態が前連結会計年度より継続いたしました。 

 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループとしては主に以下の取組みを実施いたしました。 

 

（シフトアップ・チャージアップの推進） 

技術者一人当たりの売上単価の向上に向けて、シフトアップ（配属先を変更することによる売上単価向

上）とチャージアップ（同一配属先での契約更新時の売上単価向上）を前連結会計年度に引き続き推進いた

しました。 

 

（技術者の確保） 

当社グループの成長の礎となる技術力の高い技術者を確保するため、更なる採用強化を進めました。具体

的には、技術者による知人紹介の推進、連結子会社である㈱テクノプロ・キャリアやBoyd&Moore Executive 

Search㈱を含む人材紹介会社の利用、協業先と合同でのセミナー開催などを進めました。また新卒採用で

は、激化する理工系の採用市場に対応するため、採用担当の人員増加や内定から入社までのタッチ数を増や

すイベントを開催するなどの施策を行いました。併せて海外籍の新卒採用も取組として進めており、2019年

４月に入社する新卒社員の目標数値である900名を超える学生の確保に努めております。 

 

（技術者の高付加価値化） 

技術者の高付加価値化を進める施策として、建築業界での設計分野の技術者を育成するべく、2018年７月

に㈱トクオをグループ化いたしました。㈱トクオは㈱テクノプロ・コンストラクションの主力事業である施

工管理よりも上流工程にあたる調査や設計などの領域に幅広く対応しており、㈱テクノプロ・コンストラク

ションの技術者育成・高付加価値化に大きく貢献ができるものと考えております。また、IT分野においては

ピーシーアシスト㈱運営の「Winスクール」にてNode.js講座の新規開設や、データサイエンティスト育成の

協業先として、新たに㈱アイズファクトリーとの協業を開始いたしました。技術者の成長が会社の成長であ

るという考えのもと、今後も引続き、当社グループの技術者、研究者の知識や技術の向上を積極的に図って

まいります。 

 

これら取組みの結果、当第１四半期連結会計期間末の国内技術者数は17,212人（前第１四半期連結会計期間末比

2,705人増）へと増加しました。また、当第１四半期連結会計期間の平均稼働率は96.2％と前年同期比0.2pt増加

し、シフトアップ・チャージアップを継続的に推進した結果、技術者一人当たり売上（㈱テクノプロ及び㈱テクノ

プロ・コンストラクションの平均）も月額621千円と同0.7千円改善し、売上収益の増加に貢献しました。 

採用面においては、当第１四半期連結会計期間の国内技術者採用数は870人（前第１四半期連結会計期間比290人

増）であり、技術者数の伸びに寄与しております。 

費用面においては、業績向上に伴う技術者の人件費増加といった売上原価増要因があったものの、売上総利益率

は24.2％（前第１四半期連結会計期間比0.5pt増加）となりました。一方で、グループ規模の拡大に伴い管理コス

トも増加し、売上収益販売管理費比率は14.5％（同0.1pt増加）となりました。 

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上収益は333億34百万円（前第１四半期連結累計期間比24.7％

増）、営業利益は31億83百万円（同26.7％増）、税引前四半期利益は31億62百万円（同27.0％増）、親会社の所有

者に帰属する四半期利益は20億82百万円（同10.8％増）となりました。 
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当第１四半期連結累計期間における主要事業分野の業績は、次のとおりです。 

（Ｒ＆Ｄアウトソーシング分野） 

専任チームの主導によるシフトアップ・チャージアップの交渉による高収益化の推進を進めることに加

え、人材育成・採用に係る情報システムの構築を進めました。これらの取組みの結果、同分野の売上収益は

269億12百万円（前第１四半期連結累計期間比19.2％増）となりました。 

 

（施工管理アウトソーシング分野） 

前連結会計年度に引き続き、チーム配属の推進による技術者一人当たりの売上単価の向上を進めると共

に、未経験者採用・育成、及び施工管理に加え、設計等の領域の拡大を進めました。これらの取組みの結

果、同分野の売上収益は41億49百万円（前第１四半期連結累計期間比19.9％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 財政状態の分析 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は873億67百万円（前連結会計年度末比８億33百万円減少）となりまし

た。主な内訳は、のれん353億80百万円、売掛金及びその他の債権172億80百万円、現金及び現金同等物183億76

百万円等であります。

各項目の状況は以下のとおりであります。

 

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は382億99百万円（前連結会計年度末比27億１百万

円減少）となりました。主な内訳は、現金及び現金同等物183億76百万円（同32億76百万円減少）、売掛金

及びその他の債権172億80百万円（同98百万円減少）等であります。

 

（非流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における非流動資産の残高は490億68百万円（前連結会計年度末比18億67百

万円増加）となりました。主な内訳は、のれん353億80百万円（同８億81百万円増加）、繰延税金資産44億

82百万円（同５億49百万円増加）等であります。

 

（流動負債） 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は287億70百万円（前連結会計年度末比26百万円増

加）となりました。主な内訳は、買掛金及びその他の債務126億79百万円（同16億34百万円増加）、従業員

給付に係る負債51億８百万円（同２億13百万円増加）等であります。

 

（非流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における非流動負債の残高は158億52百万円（前連結会計年度末比６億37百

万円減少）となりました。主な内訳は、社債及び借入金73億41百万円（同８億２百万円減少）、その他の長

期金融負債73億68百万円（同75百万円増加）等であります。

 

（親会社の所有者に帰属する持分） 

当第１四半期連結会計期間末における親会社の所有者に帰属する持分の残高は414億円（前連結会計年度

末比２億93百万円減少）となりました。主な内訳は、資本剰余金90億27百万円（同24百万円増加）、利益剰

余金253億69百万円（同４億55百万円減少）等であります。
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② キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ32億76百万円減少し、183億76百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金は15億62百万円の収入（前年同期は４億２百万円の収入）となりました。これは主

に、税引前四半期利益（31億62百万円）、買掛金及びその他の債務の増加（15億66百万円）による資金の増

加に対し、法人所得税支払額（18億96百万円）、売掛金及びその他の債権の増加（２億６百万円）により資

金が減少したこと等によるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金は13億90百万円の支出（前年同期は７億49百万円の支出）となりました。これは主

に、子会社の取得による支出（９億円）及びその他の金融資産の取得による支出（１億61百万円）によるも

のです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金は34億59百万円の支出（前年同期は25億96百万円の支出）となりました。これは主

に、配当金支払額（25億19百万円）、長期借入金の返済による支出（７億91百万円）によるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2019年６月期の連結業績予想につきましては、2018年７月31日の「2018年６月期 決算短信〔ＩＦＲＳ〕（連

結）」で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。 
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円）

 
 

前連結会計年度

(2018年６月30日)

当第１四半期連結会計期間

(2018年９月30日)

 資産      

 流動資産      

   現金及び現金同等物   21,652 18,376

  売掛金及びその他の債権   17,378 17,280

   未収法人所得税   19 0

  その他の短期金融資産   435 620

  その他の流動資産   1,514 2,021

 流動資産合計   41,000 38,299

       

 非流動資産      

  有形固定資産   1,105 1,147

  のれん   34,498 35,380

  無形資産   3,503 3,475

  持分法で会計処理されている投資   101 102 

  その他の長期金融資産   3,961 4,378

  繰延税金資産   3,932 4,482

  その他の非流動資産   97 102

 非流動資産合計   47,201 49,068

 資産合計   88,201 87,367

       

 負債及び資本      

 流動負債      

  買掛金及びその他の債務   11,045 12,679

  社債及び借入金   3,471 3,348

  未払法人所得税   2,043 1,682

  その他の短期金融負債   2,313 2,021

  従業員給付に係る負債   4,894 5,108

  引当金   7 9

  その他の流動負債   4,967 3,920

 流動負債合計   28,744 28,770
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（単位：百万円）

 
 

前連結会計年度

(2018年６月30日)

当第１四半期連結会計期間

(2018年９月30日)

 非流動負債      

  社債及び借入金   8,144 7,341

  その他の長期金融負債   7,293 7,368

   繰延税金負債   599 600

  退職後給付に係る負債   30 105

  引当金   341 354

  その他の非流動負債   79 81

 非流動負債合計   16,489 15,852

 負債合計   45,233 44,622

       

  資本      

   資本金   6,785 6,785

   資本剰余金   9,003 9,027

   利益剰余金   25,824 25,369

   自己株式   △1 △1

   その他の資本の構成要素   82 220

   親会社の所有者に帰属する持分合計   41,694 41,400

   非支配持分   1,272 1,344

  資本合計   42,967 42,744

 負債及び資本合計   88,201 87,367
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

 

 

前第１四半期連結累計期間

(自 2017年７月１日

  至 2017年９月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 2018年７月１日

  至 2018年９月30日)

 売上収益   26,726 33,334

 売上原価   20,385 25,271

 売上総利益   6,340 8,062

 販売費及び一般管理費   3,841 4,828

 その他の収益   24 31

 その他の費用   12 82

 営業利益   2,511 3,183

 金融収益   1 5

 金融費用   23 27

 持分法による投資利益（△は損失）   0 1

 税引前四半期利益   2,489 3,162

 法人所得税費用   609 1,040

 四半期利益   1,879 2,121

       

 四半期利益の帰属      

  親会社の所有者   1,879 2,082

  非支配持分   △0 39

  合計   1,879 2,121

       

      （単位：円）

 親会社の所有者に帰属する１株当たり四半期利益      

  基本的１株当たり四半期利益   54.92 57.43

  希薄化後１株当たり四半期利益   54.92 57.39
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（要約四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

 

 

前第１四半期連結累計期間

(自 2017年７月１日

  至 2017年９月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 2018年７月１日

  至 2018年９月30日)

 四半期利益   1,879 2,121

 その他の包括利益      

  純損益に振り替えられることのない項目      

   その他の包括利益を通じて公正価値で測定する

   金融資産の公正価値の変動
  － 72

   確定給付制度の再測定   111 －

  純損益に振り替えられることのない項目の純額   111 72

     

  純損益にその後に振り替えられる可能性のある項目    

   在外営業活動体の換算差額   8 97

   売却可能金融資産の公正価値の変動   △352 －

純損益にその後に振り替えられる可能性のある項目
の純額

  △343 97

   その他の包括利益合計   △231 170

 四半期包括利益   1,647 2,291

       

 四半期包括利益の帰属      

   親会社の所有者   1,647 2,220

   非支配持分   △0 71

   合計   1,647 2,291
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

  前第１四半期連結累計期間（自 2017年７月１日 至 2017年９月30日）

（単位：百万円）

 

  資本金
資本

剰余金

利益

剰余金
自己株式

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

非支配

持分
資本合計

 2017年７月１日残高   510 5,975 21,075 △0 136 27,696 － 27,696

  四半期利益       1,879     1,879 △0 1,879

  その他の包括利益       111   △343 △231 △0 △231

 四半期包括利益合計   － － 1,991 － △343 1,647 △0 1,647

  新株の発行   30 △30       －   －

  剰余金の配当       △2,148     △2,148   △2,148

  株式報酬取引     20       20   20

  自己株式の取得         △0   △0   △0

  連結範囲の変動             － 0 0

  その他の増減     △0       △0   △0

 所有者との取引額合計   30 △9 △2,148 △0 － △2,128 0 △2,128

 2017年９月30日残高   540 5,965 20,918 △1 △206 27,215 0 27,215

 

  当第１四半期連結累計期間（自 2018年７月１日 至 2018年９月30日）

（単位：百万円）

 

  資本金
資本

剰余金

利益

剰余金
自己株式

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

非支配

持分
資本合計

 2018年７月１日残高   6,785 9,003 25,824 △1 82 41,694 1,272 42,967

  四半期利益       2,082     2,082 39 2,121

  その他の包括利益           138 138 31 170

 四半期包括利益合計   － － 2,082 － 138 2,220 71 2,291

  新株の発行             －   －

  剰余金の配当       △2,537     △2,537   △2,537

  株式報酬取引     24       24   24

  自己株式の取得         △0   △0   △0

  連結範囲の変動             －   －

  その他の増減             －   －

 所有者との取引額合計   － 24 △2,537 △0 － △2,514 － △2,514

 2018年９月30日残高   6,785 9,027 25,369 △1 220 41,400 1,344 42,744
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

 

 

前第１四半期連結累計期間

(自 2017年７月１日

  至 2017年９月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 2018年７月１日

  至 2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー      

税引前四半期利益   2,489 3,162

減価償却費及び償却費   103 172

受取利息及び受取配当金   △1 △0

支払利息   21 22

持分法による投資損益（△は益）   △0 △1

売掛金及びその他の債権の増減額（△は増加）   △387 △206

買掛金及びその他の債務の増減額（△は減少）   1,004 1,566

預り金の増減額（△は減少）   355 △643

未払消費税等の増減額（△は減少）   170 △380

退職後給付に係る負債の増減額（△は減少）   128 △46

その他   △149 △193

小計   3,734 3,451

利息受取額   1 1

利息支払額   △21 △13

法人所得税支払額   △3,312 △1,896

法人所得税還付額   － 19

営業活動によるキャッシュ・フロー   402 1,562

       

投資活動によるキャッシュ・フロー      

定期預金の預入による支出   △0 △143

定期預金の払戻による収入   19 88

有形固定資産の取得による支出   △92 △122

有形固定資産の売却による収入   － 0

無形資産の取得による支出   △103 △13

有価証券の取得による支出   － △131

その他の金融資産の取得による支出   △100 △161

子会社の取得による支出   △472 △900

その他   0 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー   △749 △1,390

       

財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金の純増減額（△は減少）   △2,000 －

長期借入れによる収入   2,000 －

長期借入金の返済による支出   △469 △791

社債の償還による支出   － △147

自己株式の取得による支出   △0 △0

配当金支払額   △2,125 △2,519

その他   △1 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー   △2,596 △3,459

       

現金及び現金同等物に係る換算差額   2 10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）   △2,940 △3,276

現金及び現金同等物の期首残高   13,398 21,652

現金及び現金同等物の四半期末残高   10,457 18,376
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

① IFRS第９号「金融商品」（2014年７月改訂）の適用 

 当社グループは、当第１四半期連結会計期間よりIFRS第９号「金融商品」（2014年７月改訂）を適用しておりま

す。適用にあたっては、経過措置を適用し、前連結会計年度に関しては修正再表示はしておりません。 

 本基準の適用による当社グループの業績及び財政状態に与える重要な影響はありません。 

 

② IFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」の適用 

 当社グループは、当第１四半期連結会計期間よりIFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」を適用しておりま

す。適用にあたっては、経過措置を適用し、本基準の累積的影響を当第１四半期連結会計期間の利益剰余金の期首

残高の修正として認識する方法を採用しております。 

 IFRS第15号の適用に伴い、以下の５ステップアプローチを適用することにより収益を認識しております。

（IFRS９号「金融商品」に基づく利息及び配当収益を除く。） 

ステップ１：顧客との契約を識別する。 

 ステップ２：契約における履行義務を識別する。 

 ステップ３：取引価格を算定する。 

 ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する。 

 ステップ５：履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する。 

 本基準の適用による当社グループの業績及び財政状態に与える重要な影響はありません。 
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